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表 紙 の 写 真

花巻まつり

群舞かがり火鹿踊

　９月13日～15日に開催された、花巻まつり。初日のラスト

を飾った「群舞かがり火鹿踊」では、市内６団体67人による鹿

踊が観客の目を釘付けにしました。15～17ページでは、本年

行われた市内のまつりを写真で振り返ります。

02 令和５年度決算

07 非核平和学習会を開催しました

10 コミュニティ活動で住みやすいまちへ

15 特集 花巻のまつり　　　　　　　　　など

今 号 の 主 な 内 容

鼓
動
高
鳴
る
、ま
つ
り
の
夜
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令和５年度の主な事業　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

分野 事業名 決算額 内容

し
ご
と

道の駅「石鳥谷」施設再
編事業

7,988
（7,390）

道の駅「石鳥谷」の施設整備が全て完了し、令和５年７月にリニューアル
オープンしました。

企業誘致推進事業 3億5,330
産業団地などに立地する企業の増設に係る補助金を交付しました。ま
た、民間事業者が行う産業用地の整備に対する補助制度を新たに創設す
るなど、市内に立地する企業への支援を行いました。

産業団地整備事業
3億　102

（3億 102）
花南産業団地の実施設計や用地買収を実施し、造成工事に着手しました。

暮
ら
し

ＪＲ花巻駅東西自由通
路等整備事業

42

ＪＲ東日本と基本設計協定を締結し、東西自由通路整備の基本設計に着
手しました。また、市民ワークショップや有識者会議などでいただいた
意見を踏まえ、駅舎および東西自由通路のデザイン案を決定しました。
※�ＪＲ東日本に対する基本設計負担金6,713万円のうち令和５年度分は

35万円です

花巻スマートインター
チェンジ整備事業

8,658
（2,297）

花巻ＰＡスマートインターチェンジの整備を行い、令和６年３月に開通
しました。

人
づ
く
り

医療費助成事業 4億8,457

乳幼児、小中学生、高校生、妊産婦などの医療費助成を行い、医療機関
窓口での支払い負担を軽減しました。
※�令和５年８月から市内の小中学生、高校生などの医療費について、本

年４月から妊産婦の医療費について、従来の所得制限を撤廃しました

保育サービス向上支援
事業

1億4,786
延長保育や一時預かりなどの保育サービスの充実を図ったほか、認可外保
育施設を利用する、３歳未満で第２子以降の保育料を全額補助しました。

母子保健事業 9,084
妊産婦・乳幼児の健康診査や健康教室などのほか、母子の心身の健康をサ
ポートする「産後ケア事業」「産前・産後サポート事業」を実施しました。

保育施設環境整備支援
事業

3億2,149
令和６年４月に開園した「いしどりやこども園」の整備など、法人が行う
施設整備費用に対し補助しました。

第３子以降副食費等負
担軽減事業

1,302
市内に住所があり、保育施設などを利用する第３子以降の子どもにかか
る副食費などを補助しました。

地域
づくり

定住促進事業 5,598
子育て世帯や移住希望者の市内における住宅取得などを支援するため、
奨励金や補助金を交付しました。

【問い合わせ】 本館財政課（☎41-3517）

※決算額のうちカッコ書きの数値は、前年度予算から繰り越された事業の決算額です

億608 4,897 万円

■
歳
出
を
前
年
度
と
比
較
す
る
と

　義
務
的
経
費
は
、
価
格
高
騰
緊
急
支

援
給
付
金
の
給
付
な
ど
に
よ
る
扶
助
費

の
増
加
に
よ
り
15
億
４
０
４
６
万
円

(

６
・
６
㌫)

増
加
。
投
資
的
経
費
は
、

桜
台
小
学
校
の
長
寿
命
化
対
策
な
ど

小
学
校
施
設
維
持
事
業
費
の
増
加
な

ど
に
よ
る
普
通
建
設
事
業
費
の
増
加

歳出［使ったお金］歳出［使ったお金］

▲

義務的経費／人件費など、支出することが制度的に義務付けられている経費

▲

投資的経費／道路や学校の建設事業費など、将来的に残るものに対する経費

▲

扶
助費／児童・高齢者・障がい者・生活困窮者などへの支援に要する経費

▲

公債費／過
去に発行した市債などを返すための経費

▲

補助費等／事務組合や各種公益団体に
対する補助金などの経費

▲

物件費／施設の光熱水費や各種委託料などの経費

▲

繰
出金／一般会計から国民健康保険特別会計などの特別会計へ支出する経費

に
よ
り
、
９
億
２
６
０
０
万
円
（
17
・

５
㌫
）
増
加
し
ま
し
た
。
そ
の
他
の

経
費
は
、
イ
ー
ハ
ト
ー
ブ
花
巻
応
援

基
金
積
立
金
を
新
た
に
設
け
た
こ
と

な
ど
に
よ
る
積
立
金
な
ど
の
増
加
に

よ
り
、
35
億
１
９
０
１
万
円
（
13
・
４

㌫
）
増
加
し
ま
し
た
。
歳
出
全
体
で
は

59
億
８
５
４
６
万
円(

10
・
９
㌫)
増
加

し
ま
し
た
。

※�カッコ書きは
　前年度比の数値

【用語解説】

 （単位：万円）
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■
歳
入
を
前
年
度
と
比
較
す
る
と

　自
主
財
源
の
代
表
的
な
も
の
で

あ
る
市
税
は
２
億
２
４
２
５
万
円

（
１
・
９
㌫
）
増
加
。
自
主
財
源
全
体

で
は
、
寄
附
金
の
増
加
な
ど
に
よ
り

58
億
３
０
４
７
万
円（
25
・
７
㌫
）増
加

し
ま
し
た
。億629 9,141 万円

歳入［入ってきたお金］歳入［入ってきたお金］

▲

自主財源・依存財源／市税や施設使用料など、市が自らの収入とすることがで
きる財源が「自主財源」。地方交付税、国庫・県支出金など、国や県から交付される
財源と借入金が「依存財源」。

▲

地方交付税／市の行政需要と財政力に応じて、国
から交付されるお金

▲

国庫支出金・県支出金／事業の財源として使い道が特定され
た、国や県から交付されるお金

▲

市債／事業を行うために、市が国や金融機関か
ら借りるお金

未
来
未
来
の
は
な
ま
き
を

の
は
な
ま
き
を

　
　
　確

　
　
　確
か
な
も
の
に

か
な
も
の
に

令
和
５
年
度

令
和
５
年
度

決
算
決
算

　依
存
財
源
の
代
表
的
な
も
の
で
あ

る
地
方
交
付
税
は
１
億
２
５
４
６
万

円
（
０
・
８
㌫
）
増
加
し
、
依
存
財

源
全
体
で
は
市
債
の
減
少
な
ど
に

よ
り
６
億
３
４
２
５
万
円
（
１
・

８
㌫
）
減
少
。
歳
入
全
体
で
は
、

51
億
９
６
２
３
万
円
（
９
・
０
㌫
）
増
加

し
ま
し
た
。

※�カッコ書きは
　前年度比の数値

【用語解説】

　本
市
の
令
和
５
年
度
の
決
算
が
９
月
定
例
議
会
で
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

　令
和
５
年
度
に
一
般
会
計
に
入
っ
た
お
金
（
歳
入
）
は

６
２
９
億
９
１
４
１
万
円
。こ
の
中
か
ら
使
っ
た
お
金（
歳

出
）は
６
０
８
億
４
８
９
７
万
円
で
、
差
し
引
き
額（
形
式

収
支
）は
21
億
４
２
４
４
万
円
の
黒
字
で
す
。
そ
こ
か
ら

翌
年
度
に
実
施
す
る
事
業
に
充
当
す
る
た
め
に
繰
り
越
す

お
金
を
差
し
引
い
た
額（
実
質
収
支
）は
17
億
１
２
８
６
万

円
の
黒
字
に
な
り
ま
し
た
。

　皆
さ
ん
に
納
め
て
い
た
だ
い
た
市
税
な
ど
が
、
ど
の
よ

う
に
使
わ
れ
た
か
、
市
の
財
政
が
ど
の
よ
う
な
状
況
で
あ

る
か
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
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【問い合わせ】 本館財政課（☎41-3517）

　特
別
会
計
と
は
、
特
定
の
目
的
の
た

め
に
保
険
料
や
使
用
料
な
ど
の
特
定
の

収
入
で
運
営
し
て
い
く
事
業
の
会
計
で

す
。
お
金
の
出
し
入
れ
を
は
っ
き
り
さ

せ
る
た
め
、
一
般
会
計
と
は
別
に
管
理

し
て
い
ま
す
。

　本
市
に
は
▼
国
民
健
康
保
険
▼
後
期

高
齢
者
医
療
▼
介
護
保
険
▼
公
設
地
方

卸
売
市
場
事
業
▼
産
業
団
地
事
業
ー
の

五
つ
の
特
別
会
計
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ

の
会
計
で
決
算
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

特
別
会
計
の
決
算

■
国
民
健
康
保
険

　加
入
者
が
納
め
る
国
民
健
康
保
険
税

や
県
か
ら
の
交
付
金
な
ど
を
主
な
財
源

と
し
て
、
医
療
給
付
や
特
定
健
康
診
査

な
ど
の
保
健
事
業
を
実
施
し
、
生
活
習

慣
病
の
予
防
や
早
期
治
療
な
ど
に
取
り

組
み
ま
し
た
。

■
後
期
高
齢
者
医
療

　後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
や
市
の
負

担
金
を
主
な
財
源
と
し
て
、
各
種
申
請

や
届
け
出
の
受
け
付
け
、
保
険
料
の
徴

収
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。（
事
務
は
、
運

営
主
体
で
あ
る
岩
手
県
後
期
高
齢
者
医

療
広
域
連
合
と
分
担
し
て
い
ま
す
）

■
介
護
保
険

 

介
護
保
険
料
や
国
・
県
・
市
の
負
担
金

な
ど
を
主
な
財
源
と
し
て
、
介
護
給
付

や
介
護
予
防
の
支
援
、
地
域
に
お
け
る

日
常
生
活
の
支
援
体
制
づ
く
り
な
ど
に

取
り
組
み
ま
し
た
。

■
公
設
地
方
卸
売
市
場
事
業

　施
設
使
用
料
や
売
上
高
に
応
じ
た
使

用
料
を
主
な
財
源
と
し
て
、
公
設
地
方

卸
売
市
場
を
運
営
し
ま
し
た
。

■
産
業
団
地
事
業

　一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金
を
主
な
財

源
と
し
て
、
造
成
工
事
お
よ
び
上
下
水

会計名 歳入 歳出 差引残額

国民健康保険 84億1,887 84億1,791 96

後期高齢者医療 22億6,521 22億6,355 166

介護保険 108億6,151 107億7,193 8,958

公設地方卸売市
場事業

4,284 3,859 425

産業団地事業 7億　718 6億4,851 5,867

合　計 222億9,562 221億4,048 1億5,514

令和５年度の特別会計決算の総括表　　（単位：万円）

　公
営
企
業
会
計
と
は
、
特
別
会
計
の

中
で
も
複
式
簿
記
に
よ
り
経
理
を
行
う

公
営
企
業
会
計

　
　（
下
水
道
事
業
）の
決
算

項目 公共下水道 農業集落排水 戸別浄化槽

収益的
収支

（税抜き）

収入 23億3,453 9億　538 1億8,361

支出 22億6,151 8億7,901 1億8,407

純利益 7,302 2,637 △46

資本的
収支

（税込み）

収入 12億　536 7億2,636 905

支出 22億　925 10億5,827 3,492

不足分 10億　389 3億3,191 2,587

令和５年度の公営企業会計決算の状況　　（単位：万円）

会
計
で
、
本
市
で
は
、
下
水
道
事
業
が

こ
れ
に
該
当
。 

▼
公
共
下
水
道
事
業
▼

農
業
集
落
排
水
事
業
▼
戸
別
浄
化
槽
事

業
ー
を
一
体
的
に
管
理
し
て
い
ま
す
。

■
公
共
下
水
道
事
業

　下
水
道
使
用
料
と
一
般
会
計
か
ら
の

負
担
金
を
主
な
財
源
と
し
て
、
公
共
下

水
道
の
維
持
管
理
を
行
い
ま
し
た
。
ま

た
、
国
庫
補
助
金
や
企
業
債
な
ど
を
主

な
財
源
と
し
て
、
施
設
の
長
寿
命
化
を

行
い
ま
し
た
。

　長
寿
命
化
対
策
に
つ
い
て
は
、「
花
巻

市
下
水
道
ス
ト
ッ
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
計

画
」
に
基
づ
き
、
大
迫
浄
化
セ
ン
タ
ー

の
電
気
設
備
の
改
築
更
新
を
実
施
す
る

と
と
も
に
、
老
朽
化
し
た
マ
ン
ホ
ー
ル

ポ
ン
プ
の
更
新
を
行
い
ま
し
た
。

■
農
業
集
落
排
水
事
業

　農
業
集
落
排
水
施
設
使
用
料
と
一
般

会
計
か
ら
の
負
担
金
を
主
な
財
源
と
し

て
、
農
業
集
落
排
水
施
設
の
維
持
管
理

を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
県
補
助
金
や

企
業
債
を
主
な
財
源
と
し
て
、
施
設
の

長
寿
命
化
を
行
い
ま
し
た
。

　長
寿
命
化
対
策
に
つ
い
て
は
、「
花
巻

市
農
業
集
落
排
水
施
設
最
適
整
備
構
想
」

に
基
づ
き
、
熊
野
地
区
お
よ
び
長
根
地

区
の
機
能
強
化
工
事
を
行
い
ま
し
た
。

■
戸
別
浄
化
槽
事
業

　１
２
２
３
基
の
戸
別
浄
化
槽
の
維
持

管
理
を
行
い
ま
し
た
。

※不足分は、当年度分の留保資金などから補てん

道
工
事
に
着
手
し
た
ほ
か
、
基
本
設
計

や
埋
蔵
文
化
財
試
掘
調
査
、
各
種
測
量

調
査
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。
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■�

�21
億
３
０
１
４
万
円
で
対
策
を
行
い

ま
し
た

　感
染
症
の
予
防
や
感
染
症
の
影
響
を

受
け
て
い
る
市
民
な
ど
に
対
す
る
支
援

に
加
え
、
物
価
高
騰
対
策
に
早
急
に
取

り
組
む
必
要
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
数

回
に
わ
た
り
補
正
予
算
を
編
成
し
て
対

応
し
ま
し
た
。

　そ
の
結
果
、
令
和
５
年
度
に
コ
ロ
ナ

対
策
・
物
価
高
騰
対
策
と
し
て
使
わ
れ

た
お
金
は
21
億
３
０
１
４
万
円
、
そ
の

う
ち
市
の
一
般
財
源
は
３
億
６
１
１
万

円
で
、
残
り
は
国
や
県
の
補
助
金
な
ど

を
活
用
し
ま
し
た
。

　コ
ロ
ナ
対
策
と
し
て
は
、
ワ
ク
チ
ン

接
種
や
勤
労
者
へ
の
資
金
貸
し
付
け
な

ど
の
支
援
、
社
会
福
祉
法
人
な
ど
の
施

設
整
備
経
費
に
対
す
る
補
助
、
児
童
福

祉
施
設
の
物
品
購
入
な
ど
の
支
援
を
行

い
ま
し
た
。

　物
価
高
騰
対
策
と
し
て
は
、
非
課
税

世
帯
や
低
所
得
の
子
育
て
世
帯
な
ど
に

給
付
金
を
給
付
し
た
ほ
か
、
中
小
企
業

や
貨
物
運
送
事
業
者
、
畜
産
農
家
、
タ

ク
シ
ー
・
乗
合
バ
ス
事
業
者
、
貸
切
バ

ス
事
業
者
な
ど
の
事
業
継
続
支
援
な
ど

を
行
い
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
対
策
・
物
価
高
騰
対
策
経
費

令和５年度のコロナ対策・物価高騰対策事業　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

区分 事業名 決算額 内容

コ
ロ
ナ
対
策

新型コロナウイルスワ

クチン接種事業
2億9,613 新型コロナウイルスワクチンの接種を行いました。

勤労者福祉向上事業 51
新型コロナ流行時の令和２年度に教育資金の貸し付けを受けた勤労者に対

し、返済に係る利子の支援を行いました。

高齢者福祉サービス基

盤整備事業
820

高齢者福祉施設における感染拡大防止対策のため、多床室の個室化改修や

簡易陰圧装置の設置に係る経費を支援しました。

児童福祉施設等感染拡

大防止事業
360

児童福祉施設（保育園など）での感染防止対策を推進するため、マスクや

ゴム手袋などの感染防止用物品の購入に対し補助しました。

感染症予防緊急対策事

業
116

消毒用アルコールや抗原検査キットを確保し、感染拡大の防止を図りま

した。

失業者支援事業
20

（20）
失業した人の生活を支援するため、見舞金を給付しました。

物
価
高
騰
対
策

価格高騰緊急支援給付

金給付事業
10億5,248

物価高騰の影響を受けている住民税非課税世帯などに対し、給付金を給

付しました。（１世帯あたり最大10万円）

中小企業持続支援事業
4億3,178

（1億6,538）

市内事業者の事業継続を図るため、キャッシュレス決済「PayPay」のポイン

ト付与キャンペーンを行いました。また、貨物運送事業者への運行支援緊

急対策交付金の給付や、中小企業の地代・家賃補助などを実施しました。

修学児童・生徒世帯生

活応援事業
6,816

高校入学および大学進学などに伴う支援金を給付しました。（高校３万

円、大学など５万円）

子育て世帯生活支援特

別給付金給付事業
5,030

低所得の子育て世帯などに対し、給付金を給付しました。（児童１人あた

り５万円）

飼料購入緊急支援事業
4,917

（1,074）

畜産農家に対し、配合飼料および乾牧草の購入費用の一部を支援しまし

た。

公共交通事業者緊急対

策事業
1,894 タクシー・乗合バス事業者に対し、運行支援緊急対策交付金を給付しました。

農業資材等高騰緊急対

策事業

390

（390）

園芸作物を生産している農業経営体に対し、肥料の購入経費を支援しまし

た。

花巻米生産緊急支援事

業

8,606

（8,606）

主食用米などの生産者に対し、出荷に必要な肥料や種子などの生産に係る

経費を支援しました。

公共交通確保対策事業 1,623
市内を運行する路線バス車両への交通系ＩＣカードシステム導入に係る

経費を支援しました。

ごみ処理事業 844
一般廃棄物収集運搬許可事業者に対し、燃料費高騰対策支援金を給付し

ました。

保育施設等物価高騰対

策事業
813 私立保育園などに対し、食費・光熱費の支援金を給付しました。

観光・物産事業者等緊

急対策事業

1,337

（665）

貸切バス事業者に対し、燃料費高騰対策支援金を給付したほか、市内温

泉宿泊施設などを利用した際の料金を助成しました。

その他 1,338
県の補助事業の対象とならない社会福祉施設などに支援金を給付したほ

か、私立高校に対する県事業の上乗せ補助などを行いました。

令和５年度決算

※決算額のうちカッコ書きの数値は、前年度予算から繰り越された事業の決算額です

 （単位：万円）
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非核平和学習会を開催しました非核平和学習会を開催しました
平和の尊さについて改めて考えてみませんか

　私
た
ち
一
人
一
人
は
、
原
子
爆
弾
投

下
の
様
子
や
被
爆
体
験
な
ど
を
改
め
て

認
識
す
る
と
と
も
に
、
特
に
若
い
世
代

に
伝
え
、
核
兵
器
の
な
い
、
戦
争
の
な

い
平
和
な
世
界
の
実
現
に
向
け
た
意
識

の
醸
成
を
図
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。　市

で
は
、
平
和
の
尊
さ
に
つ
い
て
考

え
て
も
ら
う
と
と
も
に
、
そ
の
こ
と
を

同
世
代
の
子
ど
も
た
ち
に
伝
え
て
も
ら

う
こ
と
を
目
的
に
、
非
核
平
和
学
習
会

を
開
催
。
８
月
５
・
６
日
に
平
和
記
念

式
典
が
行
わ
れ
る
被
爆
地
の
広
島
市
へ

市
内
の
小
学
生
を
派
遣
し
ま
し
た
。

　こ
の
学
習
会
に
参
加
し
た
子
ど
も
た

ち
の
感
想
文
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
は
、
式
典
参
加
の
ほ
か
、

平
和
記
念
公
園
や
平
和
記
念
資
料
館
を

訪
れ
ま
し
た
。
自
分
の
目
や
耳
で
感
じ

た
原
子
爆
弾
の
恐
ろ
し
さ
や
戦
争
の
悲

惨
さ
に
つ
い
て
、
自
分
た
ち
の
言
葉
で

つ
づ
っ
て
い
ま
す
。

　皆
さ
ん
も
子
ど
も
た
ち
の
言
葉
を
通

し
て
、
改
め
て
平
和
の
尊
さ
に
つ
い
て

考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

＊�

掲
載
文
は
、
非
核
平
和
学
習
会
に
参

加
し
た
児
童
が
書
い
た
感
想
文
の
抜

広島市・原爆ドーム広島市・原爆ドーム

【問い合わせ】 本館総務課（緯41-3506）

　本市は、全ての核兵器の廃絶と軍縮が推進されることを強く願い、平

成18年３月に「非核平和都市」を宣言しました。

　市では、この宣言の理念を推進し、市民の皆さんの非核平和に対する

意識の醸成を図るため、さまざまな活動を行っています。

　ぼ
く
た
ち
は
、
非
核
平
和
学
習
会
で

広
島
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。
実
際
に

行
っ
て
み
て
、
ぼ
く
が
感
じ
た
の
は
戦

争
の
悲
さ
ん
さ
で
す
。
資
料
館
で
被
爆

し
た
人
の
写
真
や
絵
を
見
て
、
核
は
、

こ
ん
な
に
怖
ろ
し
い
も
の
だ
と
わ
か

り
、
た
く
さ
ん
の
命
が
失
わ
れ
る
戦
争

は
な
く
な
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
し

た
。
原
爆
ド
ー
ム
で
は
被
爆
す
る
前
の

説
明
を
聞
き
、
み
ん
な
が
買
い
も
の
を

し
た
り
、
楽
し
む
場
所
だ
っ
た
と
知
り

ま
し
た
。
一
つ
の
爆
弾
で
大
き
な
建
も

の
も
一
し
ゅ
ん
で
壊
れ
て
し
ま
う
事
に

お
ど
ろ
き
ま
し
た
。

　ぼ
く
に
は
、
ど
の
よ
う
な
事
が
出
来

る
か
を
考
え
多
く
の
人
に
知
っ
て
も
ら

う
た
め
に
、
し
っ
か
り
戦
争
や
原
爆
で

起
こ
っ
た
事
や
被
害
者
の
方
の
様
子
な

ど
を
み
ん
な
に
、
伝
え
て
い
き
た
い
で

す
。
そ
し
て
、
今
、
世
界
で
戦
争
や
、

紛
争
が
起
き
て
い
る
国
が
ま
だ
あ
り
、

多
く
の
人
の
命
が
失
わ
れ
な
い
よ
う
に

平
和
が
一
番
大
切
と
い
う
こ
と
を
気
づ

い
て
ほ
し
い
で
す
。

　ぼ
く
が
感
じ
て
き
た
こ
と

桜台小学校６年

小原 大
や ま と

和 さん

　ぼ
く
は
、
非
核
平
和
学
習
会
で
広
島

に
行
っ
て
来
ま
し
た
。
特
に
印
象
に

残
っ
て
い
る
事
が
三
つ
あ
り
ま
す
。
一

つ
目
は
、
原
爆
の
被
害
で
す
。
爆
心
地

か
ら
四
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
上
は
な
れ
た

所
で
も
家
が
壊
れ
る
被
害
が
出
ま
し

た
。
二
つ
目
は
、
放
射
線
に
よ
る
人
体

の
影
響
で
す
。
主
な
病
気
は
、
白
血
病

や
ガ
ン
で
、
多
く
の
人
々
が
亡
く
な
り

ま
し
た
。
最
後
は
資
料
館
の
見
学
で

す
。
あ
ま
り
に
も
悲
惨
な
物
ば
か
り

で
、
ぼ
く
は
手
が
震
え
て
改
め
て
戦

争
、
原
爆
の
恐
ろ
し
さ
を
実
感
し
ま
し

た
。　ウ

ク
ラ
イ
ナ
や
イ
ス
ラ
エ
ル
で
は
今

も
戦
争
が
続
い
て
い
ま
す
。
自
分
達
と

同
じ
年
の
人
が
食
べ
物
が
な
く
、
学
校

に
行
け
ず
毎
日
お
び
え
な
が
ら
生
活
し

て
い
ま
す
。
早
く
戦
争
が
終
わ
り
、
核

を
作
ら
な
い
、
持
た
な
い
、
皆
が
平
和

に
生
活
出
来
る
世
界
に
な
れ
ば
良
い
と

思
い
ま
す
。
ぼ
く
は
こ
の
非
核
平
和
学

習
会
で
学
ん
だ
事
を
多
く
の
人
に
伝
え

て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

　非
核
平
和
学
習
会
に
行
っ
て
学
ん
だ

こ
と

東和小学校６年

小原 琉
りゅうき

貴 さん

花巻市は非核平和都市宣言のまち花巻市は非核平和都市宣言のまち

粋
（
原
文
マ
マ
）
で

す
。
全
文
は
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
予

定
で
す
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令和５年度決算/【問い合わせ】 本館財政課（☎41-3517）

　財
政
状
況
が
良
好
か
ど
う
か
を
示
す

指
標
に
、
財
政
健
全
化
判
断
比
率（
４

分
類
）と
資
金
不
足
比
率
が
あ
り
ま
す
。

　国
が
示
す
こ
の
指
標
の
判
断
基
準
に

よ
り
、
市
の
財
政
が
▼
健
全
団
体
▼
早

期
健
全
化
団
体（
要
注
意
状
態
）▼
財
政

再
生
団
体（
破
た
ん
状
態
）―
の
い
ず
れ

の
状
態
に
あ
る
か
、
ま
た
各
会
計
の
経

営
が
ど
の
よ
う
な
状
態
に
な
っ
て
い
る

本
市
の
財
政
状
況

　
～
健
全
化
基
準
を
全
て
ク
リ
ア
～

の
か
を
判
断
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　こ
の
指
標
の
う
ち
一
つ
で
も
基
準
値

以
上
に
な
っ
た
場
合
は
、
そ
れ
ぞ
れ
法

で
定
め
ら
れ
た
計
画
の
策
定
を
行
い
、

財
政
の
健
全
化
に
向
け
取
り
組
ん
で
い

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　本
市
で
は
、
基
準
値
以
上
と
な
る
項

目
は
な
く
、
財
政
状
況
は
健
全
で
す

が
、
今
後
も
引
き
続
き
無
駄
の
な
い
財

政
運
営
に
努
め
、
一
層
の
財
政
の
健
全

化
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

区　分 花巻市・５年度
（カッコ内は４年度）

早期健全化
基準

財政再生
基準

実質赤字比率 ―  ㌫
（ ―　㌫）　 11.86㌫ 20㌫

連結実質赤字比率 ―  ㌫
（ ―　㌫） 16.86㌫ 30㌫

実質公債費比率 8.7㌫
（8.4㌫） 25㌫ 35㌫

将来負担比率 44.4㌫
（50.2㌫） 350㌫

財政健全化判断比率

会計名 花巻市・５年度
（カッコ内は４年度）

経営健全化
基準

公設地方卸売市場事業 ― ㌫
（ ― ㌫） 20㌫

産業団地事業 ― ㌫
（ ― ㌫） 20㌫

資金不足比率

注�１…表中、各基準は国が示した数値です
注�２…赤字額、資金不足がない場合は、「－㌫」で表しています

▲

実質赤字比率／普通会計（一般会計など）の赤字比率

▲

連結実質
赤字比率／市の全ての会計（普通会計・特別会計・公営企業会計）を
含めた赤字比率

▲

実質公債費比率／市の全ての会計に一部事務組
合などの会計を含めたもので、公債費の財政負担を見るための比率▲

将来負担比率／市のすべての会計と一部事務組合などの会計に
第３セクターなどの会計を含めたもので、普通会計が将来、財政負
担する実質的な負債（借入金残高など）をみるための比率

▲

資金不
足比率／特別会計などの事業の規模に対する資金不足額の比率

■
基
金（
貯
金
）に
つ
い
て

　

　本
市
の
主
な
一
般
会
計
の
基
金
（
貯

金
）［
財
政
調
整
基
金
、
減
債
基
金
、
ま

ち
づ
く
り
基
金
］
の
令
和
５
年
度
末
現

在
高
は
、
１
４
１
億
円
で
す
。

■
市
債（
借
金
）に
つ
い
て

　本
市
の
市
債（
借
金
）の
令
和
５
年
度

末
現
在
高
は
前
年
度
末
と
比
べ
、
お
よ

そ
46
億
円
減
少
し
、
８
５
２
億
円
と
な

基
金（
貯
金
）と
市
債（
借
金
）の
状
況

主な一般会計の基金（貯金）の年度末現在高の推移
※財政調整基金、減債基金、まちづくり基金の合計額

160

120

80

40

0

（億円）

42
億円

平成18

・・・

・・・

154
億円

令和４

141
億円

令和２

154
億円

令和３

101
億円

平成25

・・・

・・・

市債（借金）現在高の推移
※�一般会計と一般会計以外［下水道事業会計および特別会計（公設

地方卸売市場事業）］の合計額

1,000

900

800

（億円）

平成18

1,095
億円

961
億円

令和２

・・・

・・・

937
億円

令和３

1,010
億円

平成25

・・・

・・・

898
億円

令和４

り
ま
し
た
。

　そ
の
う
ち
、
一
般
会
計
に
お
け
る
市

債
現
在
高
は
５
１
６
億
円
で
、
国
か
ら

後
年
度
に
地
方
交
付
税
と
し
て
受
け
る

こ
と
が
で
き
る
額
な
ど
を
除
い
た
、
市

独
自
の
財
源
で
返
済
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
、
一
般
会
計
に
お
け
る
市
債
残
高

の
実
質
的
な
将
来
負
担
額
は
１
２
６
億

円
で
す
。
前
年
度
末
と
比
べ
、
お
よ
そ

７
億
円
減
少
し
ま
し
た
。

　な
お
、
一
般
会
計
以
外
の
市
債
残
高

は
３
３
６
億
円
で
、
前
年
度
と
比
べ
、

お
よ
そ
19
億
円
減
少
し
ま
し
た
。

【用語解説】

141
億円

令和５

852
億円

令和５

1,100
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　八
月
五
日
と
六
日
に
非
核
平
和
学
習

会
に
参
加
し
ま
し
た
。
私
は
戦
争
や
原
爆

を
あ
ま
り
知
ら
な
か
っ
た
の
で
、
実
際
に

広
島
に
行
き
戦
争
の
怖
さ
や
、
平
和
の
大

切
さ
を
学
び
た
い
と
思
っ
た
か
ら
で
す
。

　広
島
平
和
記
念
資
料
館
で
は
、
け
が

を
し
て
治
り
ょ
う
を
し
て
も
ら
っ
て
い

る
人
の
写
真
や
、
原
爆
で
も
え
て
し

ま
っ
た
三
輪
車
を
見
ま
し
た
。
一
し
ゅ

ん
で
こ
の
よ
う
な
状
況
に
し
て
し
ま
う

核
兵
器
の
お
そ
ろ
し
さ
を
知
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　非
核
平
和
学
習
会
に
参
加
し
た
あ

と
、
私
は
広
島
で
お
こ
っ
た
戦
争
や
、

原
爆
ド
ー
ム
に
つ
い
て
調
べ
ま
し
た
。

た
く
さ
ん
の
人
が
亡
く
な
っ
た
り
、
生

活
の
場
を
失
っ
た
の
を
知
り
す
ご
く
悲

し
い
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、

今
で
も
放
射
能
を
う
け
た
こ
と
で
苦
し

ん
で
い
る
人
も
い
る
と
知
り
、
お
ど
ろ

き
ま
し
た
。
今
回
、
こ
の
学
習
会
に
参

加
し
て
学
ん
だ
こ
と
を
、
み
ん
な
に
伝

え
、
戦
争
や
核
兵
器
で
苦
し
む
人
が
い

な
く
な
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
し
た
。

　非
核
平
和
学
習
会
に
参
加
し
て 大迫小学校５年

阿部 瑠
る な

愛 さん

【問い合わせ】 本館総務課（緯41-3506）

　ぼ
く
は
、
非
核
平
和
学
習
会
に
参
加

し
ま
し
た
。
平
和
記
念
資
料
館
で
は
、

亡
く
な
っ
た
人
た
ち
の
し
ゃ
し
ん
や
原

ば
く
が
落
ち
た
あ
と
の
様
子
を
表
し
た

絵
、
実
際
の
曲
が
っ
た
鉄
、
と
け
た
ガ

ラ
ス
び
ん
な
ど
を
見
て
、
原
ば
く
の
お

そ
ろ
し
さ
を
知
り
ま
し
た
。

　世
界
で
は
ま
だ
、
た
く
さ
ん
の
国
で

戦
争
を
し
て
い
ま
す
。
家
族
や
友
人
、

小
さ
な
子
ど
も
た
ち
が
ぎ
せ
い
に
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
学
習
会
に
参
加
し
て

ぼ
く
は
、
あ
ら
た
め
て
戦
争
は
よ
く
な

い
と
思
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
ヒ
ロ
シ

マ
の
よ
う
な
ぎ
せ
い
者
を
ふ
や
し
た
く

な
い
、
平
和
な
世
界
を
つ
く
り
た
い
と

思
い
ま
し
た
。
そ
の
た
め
に
は
、
周
り

の
人
を
大
切
に
し
よ
う
と
思
い
ま
し

た
。
困
っ
て
い
る
人
が
い
た
ら
助
け
た

り
、
地
い
き
の
人
に
積
極
的
に
あ
い
さ

つ
を
し
た
り
し
て
い
き
た
い
で
す
。

　非
核
平
和
学
習
会
で
学
ん
だ
こ
と
を

こ
れ
か
ら
の
生
活
に
い
か
し
、
自
分
と

周
り
の
人
の
命
を
大
切
に
し
て
い
き
た

い
で
す
。

　非
核
平
和
学
習
会
に
参
加
し
て 石鳥谷小学校５年

横
よこさわ

澤 泰
た い ち

知 さん

非
核
平
和
都
市
宣
言

（
平
成
18
年
３
月
13
日
議
決
）

　世
界
の
恒
久
平
和
は
、
人
類
共
通

の
願
い
で
す
。

　し
か
し
、
今
な
お
、
世
界
各
地
で

は
悲
惨
な
戦
争
が
あ
と
を
た
た
ず
、

ま
た
、
核
兵
器
の
存
在
が
人
類
の
生

存
と
平
和
に
大
き
な
脅
威
を
も
た
ら

し
て
い
ま
す
。

　私
た
ち
は
、
世
界
で
唯
一
の
核
被

爆
国
民
と
し
て
、
地
球
上
で
二
度
と

核
兵
器
に
よ
る
惨
禍
を
繰
り
返
さ
な

い
た
め
、
そ
の
悲
惨
さ
を
全
世
界
へ

訴
え
て
い
く
重
要
な
役
割
を
担
っ
て

い
ま
す
。

　花
巻
市
民
は
、
日
本
国
憲
法
の
基

本
原
理
で
あ
り
、
人
類
共
通
の
願
い

で
あ
る
恒
久
平
和
に
向
け
て
、
非
核

三
原
則
を
遵じ

ゅ
ん
し
ゅ守

し
、
全
て
の
核
兵
器

の
廃
絶
と
軍
縮
が
推
進
さ
れ
る
こ
と

を
強
く
願
い
、
こ
こ
に
「
非
核
平
和

都
市
」を
宣
言
し
ま
す
。

　私
は
、
八
月
五
日
と
六
日
広
島
に

行
っ
て
平
和
記
念
式
典
に
参
加
し
て
来

ま
し
た
。
爆
だ
ん
が
落
と
さ
れ
て
、
一

気
に
町
は
焼
け
て
な
く
な
り
、
核
兵
器

は
と
て
も
お
そ
ろ
し
い
と
感
じ
ま
し

た
。　原

爆
の
子
の
像
の
モ
デ
ル
に
な
っ
た

の
が
当
時
六
年
生
の
佐
々
木
さ
だ
子
さ

ん
で
す
。
今
の
私
く
ら
い
の
年
で
死
ん

で
し
ま
っ
た
事
を
知
っ
て
、
ま
だ
ま
だ

や
り
た
い
事
が
あ
る
の
に
く
や
し
か
っ

た
と
思
っ
た
し
、
か
わ
い
そ
う
だ
と
思

い
ま
し
た
。
平
和
記
念
公
園
に
は
沢
山

の
折
り
づ
る
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
を

見
て
、
戦
争
が
な
い
事
を
世
界
中
の
皆

が
願
っ
て
い
る
と
思
い
ま
し
た
。

　核
兵
器
は
作
っ
て
は
い
け
な
い
と
思

い
ま
す
。
戦
争
の
な
い
、
核
兵
器
の
な

い
、
友
達
と
け
ん
か
し
な
い
平
和
な
世

界
が
い
い
で
す
。
そ
し
て
、
学
校
に
通

え
る
こ
と
、
友
達
と
遊
ぶ
こ
と
を
あ
た

り
前
と
思
わ
な
い
で「
あ
り
が
と
う
」の

気
持
ち
を
忘
れ
ず
に
生
活
を
し
ま
す
。

　非
核
平
和
学
習
会
で
学
ん
だ
事 八幡小学校５年

髙橋 天
て ん か

花 さん
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　私
は「
平
和
と
は
何
か
」と
聞
か
れ
た

ら
、「
自
然
」と
答
え
ま
す
。
美
し
い
自

然
と
、
町
の
人
み
ん
な
が
笑
顔
で
生
活

し
、
争
い
が
な
い
こ
と
こ
そ
が「
平
和
」

だ
と
思
い
ま
す
。
七
十
九
年
前
の
広
島

も
、
き
っ
と
美
し
く
て
笑
顔
が
あ
ふ
れ

て
い
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　し
か
し
、
戦
争
と
原
子
爆
弾
に
よ
っ

て
、
町
は
一
瞬
に
し
て
地
獄
の
よ
う
な

世
界
に
変
わ
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
平

和
記
念
資
料
館
で
、
原
爆
に
焼
か
れ
た

人
の
服
や
帽
子
を
見
ま
し
た
。
今
で
も

血
の
跡
が
残
っ
て
い
ま
し
た
。
が
れ
き

の
下
敷
き
に
な
っ
て
い
る
人
々
が
、「
助

け
て
」
と
叫
び
続
け
る
声
が
今
に
も
聞

こ
え
て
く
る
よ
う
で
し
た
。

　私
は
「
戦
争
は
絶
対
に
繰
り
返
し
て

は
い
け
な
い
」
と
み
ん
な
に
伝
え
て
い

き
た
い
で
す
。
緑
豊
か
な
自
然
も
、
家

族
と
の
時
間
も
、
友
達
と
過
ご
す
時
間

も
、
戦
争
は
す
べ
て
を
奪
っ
て
し
ま
う

か
ら
で
す
。
私
は
今
あ
る
「
当
た
り
前

の
も
の
」
を
大
切
に
、
こ
れ
か
ら
も
過

ご
し
て
い
き
た
い
で
す
。

　原
爆
と
は
ど
う
い
う
も
の
な
の
だ
ろ

う
。
原
爆
や
か
く
兵
器
と
い
う
言
葉
は

本
の
中
に
そ
の
時
代
の
中
で
一
番
い
力

の
強
い
も
の
と
書
い
て
あ
り
ま
し
た
。

実
際
に
平
和
記
念
資
料
館
へ
行
き
、
爆

弾
の
い
力
で
ボ
ロ
ボ
ロ
に
な
っ
た
服
や

く
だ
け
ち
っ
た
岩
、
と
け
た
三
輪
車
を

見
て
、
思
っ
た
以
上
の
破
か
い
力
に
お

ど
ろ
か
さ
れ
ま
し
た
。
家
族
が
死
ん
で

し
ま
っ
た
シ
ョ
ッ
ク
や
、
戦
争
の
き
ょ

う
ふ
や
絶
望
で
自
さ
つ
を
す
る
人
が
い

た
事
も
学
び
ま
し
た
。
も
う
生
き
て
い

け
な
い
、
死
ん
だ
方
が
い
い
と
お
い
つ

め
ら
れ
る
状
き
ょ
う
だ
っ
た
の
だ
ろ
う

と
想
像
し
、
ぼ
く
は
と
て
も
こ
わ
く
、

か
な
し
い
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。

　今
回
の
学
習
会
に
参
加
し
、
一
番
お

そ
ろ
し
い
と
思
っ
た
事
は
人
の
心
も
こ

わ
し
、
絶
望
に
お
い
こ
む
物
だ
と
い
う

事
を
学
び
ま
し
た
。
も
う
二
度
と
こ
わ

く
、
か
な
し
い
気
持
ち
に
な
ら
な
い
よ

う
ぼ
く
が
で
き
る
こ
と
は
、
今
回
学
ん

だ
こ
と
を
伝
え
、
広
め
み
ん
な
で
平
和

を
つ
く
っ
て
い
く
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　平
和
学
習
会
で
学
ん
だ
こ
と

　戦
争
の
こ
わ
さ

矢沢小学校５年

柴田 統
と う り

李 さん

宮野目小学校５年

小
お だ し ま

田島 陸
り く う

宇 さん

　想
像
を
超
え
る
現
実

　平
和
学
習
会
に
参
加
し
て
心
に
残
っ

て
い
る
こ
と
が
三
つ
あ
り
ま
す
。
一
つ

目
は
、
銅
で
で
き
て
い
る
原
爆
ド
ー
ム

の
屋
根
が
と
け
て
い
て
、
原
爆
の
い
力

の
大
き
さ
が
想
像
以
上
に
大
き
か
っ
た

で
す
。二
つ
目
は
、ガ
イ
ド
の
方
が
お
っ

し
ゃ
っ
て
い
た
言
葉
で
す
。
被
爆
者
の

「
苦
し
み
」や「
つ
ら
さ
」が
自
分
の
想
像

を
超
え
る
お
そ
ろ
し
い
現
実
で
し
た
。

三
つ
目
は
、
平
和
記
念
式
典
で
の
子
ど

も
代
表
の「
平
和
へ
の
誓
い
」の
言
葉
で

す
。「『
ち
が
い
』を『
良
さ
』と
捉
え
、
自

分
の
考
え
を
見
直
す
こ
と
。
仲
間
と
協

力
し
、
一
つ
の
こ
と
を
成
し
遂
げ
る
こ

と
。」こ
の
言
葉
を
聞
い
て
、
私
で
も
で

き
る
平
和
へ
の
一
歩
だ
と
思
い
ま
し

た
。　平

和
記
念
式
典
の
参
加
者
の
四
割
ほ

ど
が
海
外
か
ら
の
参
加
で
、
世
界
の
人

が
原
爆
に
つ
い
て
き
ょ
う
味
を
持
っ
て

く
れ
て
い
る
と
思
い
ま
し
た
。
も
っ
と

世
界
中
の
人
々
に
広
島
で
起
き
た
現
実

や
原
爆
の
お
そ
ろ
し
さ
を
知
っ
て
も
ら

い
た
い
で
す
。

桜台小学校５年

川村 虹
に こ

心 さん

　ぼ
く
は
、
平
和
学
習
会
に
参
加
し
ま

し
た
。
原
爆
ド
ー
ム
や
記
念
館
を
見
学

し
た
時
、
と
て
も
見
る
の
が
こ
わ
か
っ

た
で
す
。
ぼ
く
は
、
広
島
に
行
く
二
週

間
く
ら
い
前
に
左
足
に
や
け
ど
を
負
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。
と
て
も
熱
く
て
痛

か
っ
た
で
す
。
ぼ
く
は
や
け
ど
を
負
っ

た
の
は
、
一
部
だ
け
ど
、
原
爆
が
落
ち

た
所
に
い
た
人
は
あ
ん
な
熱
く
て
痛
い

思
い
を
全
身
に
感
じ
て
い
た
と
思
い
ま

す
。
原
爆
の
放
射
線
で
細
ぼ
う
が
戻
れ

ず
に
死
ん
で
し
ま
い
、
だ
つ
も
う
し
ょ

う
や
ガ
ン
に
も
な
る
と
知
り
ま
し
た
。

想
像
も
で
き
ま
せ
ん
。

　記
念
式
典
で
は
、
た
く
さ
ん
の
人
が

原
爆
を
忘
れ
な
い
で
い
る
こ
と
が
と
て

も
大
切
だ
と
思
い
ま
し
た
。

　広
島
は
と
て
も
暑
か
っ
た
し
片
道
七

時
間
も
か
か
っ
て
遠
か
っ
た
け
ど
、
大

事
な
こ
と
を
学
ん
だ
り
で
き
て
、
と
て

も
良
い
経
験
に
な
り
ま
し
た
。
家
や
学

校
で
も
学
ん
で
き
た
こ
と
を
み
ん
な
に

話
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
ま
た

い
く
機
会
が
あ
っ
た
ら
行
き
た
い
で
す
。

湯本小学校５年

居
い だ て

舘 ひかり さん

　原
子
爆
弾
の
恐
ろ
し
さ

非核平和学習会を開催しました
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　市では、市内27のコミュニティ地区に対し、地域課題の

解決や特色あるまちづくりに活用できる「地域づくり交付

金」を交付しています。

　昨年度の地域づくり交付金の収支と、各コミュニティの

特色ある活動について紹介します。

繰越金
102万円

人件費
2,848万円

事務費
1,786 万円

工事・整備費
4,037 万円

維持管理費
1,277 万円

備品費
1,661 万円

その他
730万円

生涯学習事業
2,238 万円

団体補助事業
2,376 万円

その他（広報・
行事開催事業など）

3,506万円

繰越金
0.5 ㌫

運営費
22.5 ㌫

ハード事業費
37.5 ㌫

ソフト事業費
39.5 ㌫

運営費 4,634
人件費 2,848
事務費 1,786

ハード事業費 7,704
工事・整備費 4,037

道路舗装 636
道路側溝（ふたかけなど） 440
街路灯・防犯灯設置 352
カーブミラー設置 271
ＡＥＤ設置 68
除雪機整備 129
ごみ集積所設置 369
公民館等改修 1,166
看板等設置 263
防災保管庫等整備 63
景観等整備 281

維持管理費 1,277
街路灯等電気料 239
街路灯等修繕 1,038

備品費 1,661
公民館等備品 1,259
防災用備品 401

その他（上記以外） 730
ソフト事業費 8,119

生涯学習事業 2,238
団体補助事業 2,376
その他（広報・行事開催事業など） 3,506

繰越金（自主財源など） 102
支出合計 20,559

【支出】

令和５年度地域づくり交付金 20,312
繰越金 90
自主財源など 157
収入合計 20,559

【収入】 （単位：万円）

令和５年度地域づくり交付金の活動実績

　国際交流協会と防災教室を
共催。市内在住の外国出身者
と一緒に、「防災そばっち号」
で地震体験をしました。

日居城野地区コミュニティ会議

　令和４年度から開催してい
る花北寄席。真打ちの落語家
や講談師の巧みな話芸で、会
場は笑いに包まれました。

花北地区コミュニティ協議会

　本年から交流運動会をス
ポーツフェスタと名称変更。
住民のまちづくりへの参加意
欲や相互交流を深めました。

花巻中央地区コミュニティ会議

　第13回演芸発表会では、19
団体が出演。合唱や舞踊、楽
器演奏などを披露し来場者を
楽しませました。

花西地区まちづくり協議会

　ロケ撮影に協力した、映画
「銀河鉄道の父」の上映会を開
催。多くの地域住民が作品を
鑑賞し、感動を共にしました。

花南地区コミュニティ会議

　湯口地区若者活動チャレン
ジ事業を活用してドローンを
購入し、ドローン教室および
実技講習を行いました。

湯口地区コミュニティ会議 湯本地区コミュニティ会議

　「湯本節」復刻記念イベント
で、湯本盆踊りを開催。約
150人が訪れ、にぎやかなひ
とときとなりました。

コミュニティ会議
活動紹介

　交付金の使い方は

各地区で話し合い、

住みよいまちづくり

に生かしています。

　各地区の活動の一

部を紹介します。

　世代間交流「組子体験」でオ
リジナルの壁掛け作りを通し
て、高齢者と子どもたちとの
交流の機会を持ちました。

矢沢地域振興会

　大船渡市の震災の記憶と防
災への取り組みを学び、自然
を感じながらみちのく潮風ト
レイルを散策しました。

宮野目コミュニティ会議

　振興会の青年代表・女性代
表が太田フォトコンテストを
開催。太田地区の魅力を発信
する活動をしました。

太田地区振興会

　子どもたちに歴史を語り継
ぐ本「わかりやすい笹間の歴
史」を出版し、地区内外から
大きな反響を得ました。

笹間地区コミュニティ会議

　花巻城跡や円万寺、清水寺
などを散策しながら花巻の歴
史や文化を学ぶ「はなまき歴
史探訪」を開催しました。

大迫地区コミュニティ振興会

　除雪機を新たに３台購入。
公道に限らず、高齢者宅や公
民館の周辺など、地域の除雪
に活用し好評を得ています。

内川目コミュニティ会議

　「京津畑地区から学ぶ～郷
土食の伝承～」と題し、地域
活性化の取り組みなどを話し
合う交流学習を行いました。

外川目地区コミュニティ会議

　環境美化の住民意識の高揚
や自主的な取り組みへつなが
ることを目指し、環境美化標
語コンクールを行いました。

亀ケ森地区コミュニティ会議

　子育て支援として保育園を
訪問し、楽器演奏と歌による
音楽会を開いて園児と楽しく
触れ合いました。

好地地区まちづくり委員会

　新春のつどいでは、ひょっ
とこ太郎さんによる「スコッ
プ三味線講習会」で会場が大
いに盛り上がりました。

大瀬川活性化会議

　４年ぶりに開催した高齢者
対象「いきいき移動研修」で、
御所野縄文公園や瀬戸内寂聴
記念館の見学をしました。

八日市地区コミュニティ会議

　13回目の八幡田んぼアー
ト。感謝の気持ちを込めて、
めがね橋を力強く渡る「ＳＬ
銀河」を描きました。

八幡まちづくり協議会

　花巻ふくろうの会に協力い
ただき、文化祭の特別企画と
して市の鳥「フクロウ」の写真
展を開催しました。 

八重畑コミュニティ協議会

　３年継続して整備してきた
戸塚森森林公園米田くん花木
アート脇の遊歩道（階段）が完
成しました。

新堀地区コミュニティ会議

　地域を知ろうと、親子で田
瀬ダムなどを巡り郷土料理も
食べました。親子で楽しく学
習する機会となりました。

明日の小山田を考える会

　交付金を活用して神楽舞台
を整備したことから、土沢神
楽保存会をお招きして鑑賞会
を実施しました。

土沢地域づくり会議

【問い合わせ】 

△

本館地域づくり課（☎41-3515）

             

△

各総合支所地域づくり係（大迫☎41-3121、石鳥谷☎41-3441、東和☎41-6511）

＊�各地区の詳しい活動内容については、市ホームページ（https://www.city.hanamaki.
iwate.jp/shisei/chiiki/shinkou_center/1008011/index.html）で紹介しています

　毎月サロンを開催。12月に
はチューバマリンバの伴奏で
みんなで歌うなど、クリスマ
スを満喫しました。

成島地区コミュニティ会議

　２年目のDo田舎サマーフェ
ス。野外ステージの太鼓やア
コーディオン演奏、屋台な
ど、浮田の夏は熱かったです。

浮田地区コミュニティ会議

　震災学習宮古編を開催。小
学生から大人まで地域のつな
がりを感じながら防災意識を
高める研修を行いました。

東和東部地区コミュニティ会議

　木の切り出しから炭窯にま
き入れまでの一連の流れを体
験。火入れを行い、温度管理
しながら炭を作りました。

田瀬地域コミュニティ会議

＊�端数処理の関係で金額の計が各項目の積み

上げと一致しない場合があります

地域の特色を生かそう！　
コミュニティ活動で
住みやすいまちへ

２億559万円
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障がいを理由とする

差別の解消に向けて

　国では、「障害を理由とする差別の解消の推進に

関する法律（障害者差別解消法）」を定め、障がい

の有無によって分け隔てられることなく、お互い

に尊重し合いながら共生する社会の実現を目指し

ています。

「障害者差別解消法」が定めること

①�不当な差別的取り扱いの禁止

　障がいのある人に、正当な理由なくサービスの

提供を拒否、制限または条件を付ける行為を禁止

しています。

例えば…

◦�車いすを利用していることを理由に入店を断る

◦�障がいがあるという理由だけでイベントなどへ

の参加を拒む

②�合理的配慮の提供

　障がいのある人の利用を想定し、物理的環境や

意思疎通に対する配慮、ルールや慣習の柔軟な変

更などを求めています。合理的配慮の提供は本年

４月に、事業者に対して義務化されました。何ら

かの配慮を求められた場合、負担になりすぎない

範囲で対応ができないか考えましょう。

例えば…

◦�筆談、手話、点字などのコミュニケーションを

【�問い合わせ・相談】� ▽新館障がい福祉課

（☎41-3580） ▽基幹相談支援センター

（新館障がい福祉課内☎41-3582）�

使って説明する

◦�車いすを利用している人が

段差を越えるときに手伝う

本市の取り組み

　市では、障害者差別解消法に基づき「花巻市障

がいを理由とする差別の解消の推進に関する対応

規程」を定め、障がいのある人に対する職員の対

応が適切であるよう職員研修などを実施していま

す。

※�市職員から差別的な扱いを受けた場合は、本館

人事課(☎41-3509）または新館障がい福祉課へ

ご相談ください

【�問い合わせ】�本館商工

労政課（☎41-3534）

　市では、花巻中央広場や周辺道

路などの公共空間を活用するアイ

デアを民間事業者から募り、実験

します。今回は悪天候により開催

を中止した２つの実験を日程変更

花巻中央エリア社会実験

“花巻みち活�street�to�park�challenge2024”

■内容

◦�演奏やダンス、神楽などのステージイベント

　（ＭＣはTiktokで話題のファンタジスタチャンネル）

◦�市内ブランド肉と県内のお酒のマッチングが楽

しめるバーベキュー

◦�工芸品作成体験や郷土芸能の衣装試着体験

◦�子ども向けの乗り物が楽しめる広場

◦屋台・キッチンカーの出店など

■実施事業者　花巻青年会議所市ホームページ

して開催します。

ご家族やお友達を

誘って遊びに来ま

せんか。

第２回一箱古本市�at�上町

■日時　10月27日（日）、午前10時～午後４時

■会場　旧まちなかビジターセンター前

■�内容　古本を持ち寄り、交流や販売をします

■実施事業者　桜町家守舎

＊�車両交通規制はありません

はなまきふるさとフェスタ！

■日時　11月４日（月・振休）、午前10時～午後３時

■会場　花巻中央広場周辺

マルカン 花巻郵便局

298

交通規制区域
８日（金）～10日（日） 
14:30～21:30

10日(日) 
15:00～16:00

現行ルート

臨時ルート

北
上
川

市役所

岩手銀行岩手銀行

北日本
銀行

北日本
銀行ヒルズエリア

旧まちなか
ビジターセンター

賢治の広場
花巻中央広場

車両通行止め箇所

車両交通規制

■規制日時　11月４日（月・振休）、午前８時～午後５時

※�迂
う か い

回運行バスや運行ルートなど、詳しくは市ホー

ムページまたはバス停掲示をご確認ください

ＢＢＱ、
ステージ
イベント

郷土芸能
体験など

キッチンカー、
 乗り物広場
　 など

アイコンの説明： お知らせ、 学び、 催し、 保健、 募集

休、午前７時～午後８時）

②�フジドリームエアラインズ（ＦＤＡ）…緯

0570-55-0489（年中無休、午前７時～午後８

時）

③�タイガーエア台湾…緯03-6455-0242（月～金

曜日、午前10時～正午・午後１時～５時）

■期日

　11月７日（木）〔雨天決行〕

■会場

　日居城野陸上競技場 発着

■スタート時間

◦女子　午前10時

◦男子　午前10時40分

■規制時間

　午前９時50分～午後１時30分

■規制場所

　右図のとおり

■�問い合わせ

　�同大会実行委員会事務局（☎
070-1143-4369）

　いわて花巻空港の定期便ダイヤが10月27日

（日）から変わります。札幌、名古屋、大阪、神戸、

福岡、台北（台湾）への直行便だけでなく、沖縄

や九州への乗り継ぎ便としても利用できます。

■航空券の予約購入・問い合わせ

①�日本航空（ＪＡＬ）…緯0570-025-071（年中無

　第60回東北高等学校駅伝競走大会、第35回東北高等学校女子駅伝競走大会開催に伴

い、交通規制が行われます。ご不便・ご迷惑をおかけしますが、ご理解・ご協力のほど

よろしくお願いします。

赤�線…規制時間中は関係車両以外の通行ができません。横断は可能です

青線…通行は可能ですが、できるだけ迂回にご協力をお願いします

いわて花巻空港のダイヤが改正されます

東北高等学校駅伝競走大会開催に伴う

交通規制にご協力をお願いします

【�問い合わせ】

 �本館観光課（緯41-

3542）

10月27日～令和７年３月29日

花巻 札幌（新千歳） 花巻

出発 到着 出発 到着

11:40 12:40 10:10 11:10

16:25 17:25 14:55 15:55

▽札幌（新千歳）線（ＪＡＬ）

花巻 名古屋（小牧） 花巻

出発 到着 出発 到着

9:20 10:45 7:35 8:45

17:00 18:25 12:25 13:35

＊18:40 20:05 ＊16:55 18:05

▽名古屋（小牧）線（ＦＤＡ）

花巻 大阪（伊丹） 花巻

出発 到着 出発 到着

9:10 10:40 7:15 8:40

13:00 14:30 11:05 12:25

15:35 17:05 13:50 15:05

18:45 20:20 16:55 18:15

▽大阪（伊丹）線（ＪＡＬ）

花巻 福岡 花巻

出発 到着 出発 到着

14:00 16:10 11:40 13:30

▽福岡線（ＪＡＬ）

◎定期便ダイヤ（10月27日～令和７年３月29日）

▽上海（浦東）線（中国東方航空）

※�運休中。再開は未定

花巻 神戸 花巻

出発 到着 出発 到着

14:10 15:55 15:00 16:25

▽神戸線（ＦＤＡ）

※ダイヤは変更になる場合があります。詳細については、各航空会社のホームページをご確認ください

花巻 台北（桃園） 花巻

出発 到着 出発 到着

17:50 21:10 12:15 16:35

▽台北（桃園）線（タイガーエア台湾）

煙水・土曜日の毎週２往復運航

＊�12月２日～27日、令和７年１月６日～２月28日の期間は月・金・土・日のみ運航
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　９
月
18
日
、
宮
野
目
小
学
校
の
稲
刈

り
体
験
学
習
が
学
校
そ
ば
の
農
業
体
験

学
習
田
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　学
習
に
は
５
年
生
67
人
が
参
加
。
Ｊ

Ａ
い
わ
て
花
巻
宮
野
目
支
店
の
職
員
や

地
元
農
家
の
人
か
ら
、
鎌
の
使
い
方
、

刈
り
取
っ
た
稲
の
束
ね
方
な
ど
の
指
導

を
受
け
ま
し
た
。

　児
童
た
ち
は
、
田
ん
ぼ
へ
一
列
に
並

ん
で
、
た
わ
わ
に
実
っ
た
ひ
と
め
ぼ
れ

の
稲
穂
を
刈
り
取
り
、
丁
寧
に
ま
と
め

て
束
ね
ま
し
た
。

　収
穫
し
た
コ
メ
は
、
家
庭
科
の
調
理

実
習
で
味
わ
う
予
定
で
す
。

収穫の秋 上手に刈れるかな

宮野目小で稲刈り体験学習

　第
53
回
お
お
は
さ
ま
ワ
イ
ン
ま
つ
り

が
、
９
月
15
日
に
大
迫
町
「
エ
ー
デ
ル

の
丘
」で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　ワ
イ
ン
販
売
で
は
、
エ
ー
デ
ル
ワ
イ

ン
や
市
内
個
人
ワ
イ
ナ
リ
ー
な
ど
３
店

舗
が
出
店
。
３
５
０
０
人
が
来
場
し
、

大
迫
産
ブ
ド
ウ
で
醸
造
し
た
ワ
イ
ン
と

食
事
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
オ
ー
ス

ト
リ
ア
の
民
族
衣
装
を
着
た
「
ワ
イ
ン

娘
」
３
人
が
ブ
ド
ウ
踏
み
を
披
露
。
早

池
峰
神
楽
の
演
舞
や
ワ
イ
ン
を
使
っ
た

ワ
イ
ン
餅
の
餅
ま
き
な
ど
も
行
わ
れ
、

来
場
者
は
大
迫
の
ワ
イ
ン
や
文
化
を
満

喫
し
て
い
ま
し
た
。

特産ワイン 味わい楽しむ

おおはさまワインまつり

稲を鎌で刈り取る宮野目小の児童

４位入賞を報告した桐生悠仁選手

磨いた俊足 陸上100㍍全国４位

石鳥谷小６年 桐生悠仁選手

　９
月
22
日
に
東
京
都
・
国
立
競
技
場

で
開
催
さ
れ
た
「
日
清
食
品
カ
ッ
プ

第
40
回
全
国
小
学
生
陸
上
競
技
交
流

大
会
」
に
お
い
て
、
花
巻
Ａ
Ｃ
ｊ
ｒ
．

所
属
の
桐き

り
ゅ
う生

悠ゆ

う

と仁
選
手
が
６
年
男
子

１
０
０
㍍
で
４
位
に
入
賞
し
ま
し
た
。

　桐
生
選
手
は
、
自
己
ベ
ス
ト
の
12

秒
26
で
予
選
２
組
目
を
２
位
で
通

過
。
決
勝
で
は
12
秒
32
を
記
録
し
て
、

見
事
４
位
入
賞
を
果
た
し
ま
し
た
。

　30
日
に
は
上
田
市
長
を
訪
問
し
、

成
績
を
報
告
。「
全
国
大
会
に
出
場
し

て
よ
り
陸
上
が
楽
し
く
な
っ
た
。
次

は
県
記
録（
11
秒
99
）を
超
え
た
い
」と

更
な
る
目
標
を
掲
げ
ま
し
た
。

ワイン娘のブドウ踏み
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　夏
か
ら
秋
に
か
け
て
、
花
巻
、

大
迫
、
石
鳥
谷
、
東
和
地
区
で
そ

れ
ぞ
れ
山
車
が
登
場
す
る
ま
つ
り

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　各
町
内
で
趣
向
を
凝
ら
し
飾
り

つ
け
さ
れ
た
山
車
が
、
お
囃は

や

し子
と

共
に
ま
ち
な
か
を
練
り
歩
き
ま
す
。

　山
車
だ
け
で
な
く
、
各
ま
つ
り

に
は
勇
壮
な
神み

こ

し輿
、
郷
土

芸
能
も
登
場
。
大
人
も
、

子
ど
も
も
、
太
鼓
や
笛
の

音
に
合
わ
せ
楽
し
む
姿
が
印
象
的

で
し
た
。

　皆
さ
ん
は
、
今
年
の
ま
つ
り
、

ど
ん
な
楽
し
い
思
い
出
が
で
き
た

で
し
ょ
う
か
。
写
真
と
共
に
、
振

り
返
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

花巻花巻のの

9 8（日）・9（月）・10（火）/
石鳥谷まつり

8 14（水）・16（金）/

大迫あんどんまつり

-特集-
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●本

9 13（金）・14（土）・15（日）/ 花巻まつり

9 21（土）・22（日・祝）/ 土沢まつり
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ホットスプリングス市民、

ベルンドルフ市生徒らが来花

　９月10日～15日、姉妹都市の米国アーカンソー

州ホットスプリングス市から16人の市民が本市を

訪れ、歓迎交流会や花巻まつりに参加し市民と交

流しました。また、滞在中に同市ファウンテンレ

イク小学校と令和５年３月に閉校した笹間第二小

学校との姉妹校交流を正式に引き継ぐための再調

印式が、笹間第一小学校で行われました。

　９月17日～23日には、友好都市のオーストリア

共和国ニーダーエスタライヒ州ベルンドルフ市か

ら生徒12人と教員１人が本市を訪れ、学校訪問や

ホームステイなどを通じて市民と交流。20日に開

催された大迫町・ベルンドルフ市友好会主催歓迎

交流会では、生徒らが浴衣を着て参加し、日本文

化を体験しながら市民と交流を深めました。

第115回

　「
石
鳥
谷
賢
治
の
会
」は
、
賢
治

の
歌
碑「
葛
丸
」の
建
立
を
き
っ
か

け
に
、
平
成
６
年
７
月
に
設
立
さ

れ
、
本
年
で
創
立
30
周
年
を
迎
え

ま
し
た
。
現
在
、
約
40
人
の
会
員

で
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
同
会
は
、
例
年
８
月
に
「
賢
治

や
ま
な
し
祭
」、
10
月
に「
賢
治
葛

丸
祭
」
、
３
月
に
「
賢
治
三
月
祭
」

を
開
催
し
て
い
ま
す
。
本
年
で
13

回
目
と
な
る「
賢
治
や
ま
な
し
祭
」

は
、石
鳥
谷
町
大
瀬
川
に
あ
る「
宮

澤
賢
治
や
ま
な
し
園
」
で
開
催
さ

れ
、地
元
小
学
生
に
よ
る
童
話「
や

ま
な
し
」
の
朗
読
披
露
の
ほ
か
、

宮
沢
賢
治
と
田
ん
ぼ
ア
ー
ト
に
関

す
る
講
話
や
「
や
ま
な
し
讃
歌
」

「
精
神
歌
」の
合
唱
が
行
わ
れ
、
参

加
者
は
賢
治
へ
の
思
い
を
巡
ら
せ

ま
し
た
。「
各
行
事
を
行
う
前
に
は

必
ず
歌
碑
や
詩
碑
な
ど
を
手
入
れ

し
て
い
る
」
と
話
す
の
は
同
会
会

石
鳥
谷
賢
治
の
会

▲�賢治やまなし祭では「やまなし
讃歌を歌う会」が合唱を披露
し、歌声が会場に響きわたりま
した。

員
の
菅
原
得
之
さ
ん
。「
目
立
た
な

い
か
も
し
れ
な
い
が
、
同
会
が
誇

り
を
持
っ
て
手
入
れ
し
て
い
る
こ

と
を
知
っ
て
も
ら
え
る
と
う
れ
し

い
」と
思
い
を
語
り
ま
す
。

　
同
会
は
ほ
か
に
も
、「
宮
沢
賢
治

講
演
会
」「
賢
治
ゆ
か
り
の
地
め
ぐ

り
」「
会
員
発
表
会
」「
賢
治
作
品
音

読
会
」
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
。
12
月
８
日

（日）
、
午
後
１
時
30
分
か
ら
は
、
石

鳥
谷
生
涯
学
習
会
館
の
講
堂
で

「
石
鳥
谷
賢
治
の
会
30
周
年
記
念

式
典
」
を
開
催
。
東
北
農
民
管
弦

楽
団
に
よ
る
演
奏
が
披
露
さ
れ
る

ほ
か
、
講
演
な
ど
も
予
定
さ
れ
て

い
ま
す
。
式
典
は
、
一
般
参
加
も

可
能
で
す
。

①

④

vol.116

①ホットスプリングス市訪問団歓迎交流会での集合写真

③�再調印式で署名した盟約
書を披露する両校長

②�花巻まつりで神輿を体験
する一行

④�大迫町・ベルンドルフ市友好会主催歓迎交流会でオー
ストリアの歌を披露するベルンドルフ市の生徒たち

【�

石
鳥
谷
賢
治
の
会
に
関
す
る
問
い

合
わ
せ
】 

同
会
事
務
局 

熊
谷
（
☎

０
９
０-

８
２
５
８-

６
１
７
０
）

② ③
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▲�BUDO-KENメンバー（左上が
辰治さん、右上が文さん）

旅
行
予
約
サ
イ
ト
で
の
旅
行
契
約

ト
ラ
ブ
ル
に
注
意
！

■
ど
ん
な
ト
ラ
ブ
ル
が
あ
る
の
？

〇
旅
行
予
約
サ
イ
ト
で
ホ
テ
ル
の

宿
泊
予
約
を
し
た
。
直
後
、
よ

り
条
件
の
い
い
ホ
テ
ル
を
見
つ

け
、
先
に
予
約
し
た
ホ
テ
ル
を

キ
ャ
ン
セ
ル
し
た
ら
、
キ
ャ
ン

セ
ル
料
を
請
求
さ
れ
た
。
す
ぐ

に
キ
ャ
ン
セ
ル
し
た
の
に
、
料

金
が
発
生
す
る
こ
と
が
納
得
で

き
な
い

〇
旅
行
予
約
サ
イ
ト
で
、
ホ
テ
ル

と
航
空
券
の
セ
ッ
ト
商
品
を
予

約
。
航
空
券
の
時
間
変
更
を
申

し
出
た
と
こ
ろ
、
旅
行
業
者
か

ら
手
数
料
を
請
求
さ
れ
た

■
注
意
す
る
こ
と
は
？

〇
サ
イ
ト
の
利
用
者
は
「
宿
泊
日

の
〇
日
前
か
ら
宿
泊
料
の
〇
㌫

の
キ
ャ
ン
セ
ル
料
が
発
生
し
ま

す
」
な
ど
、
宿
泊
約
款
の
キ
ャ

ン
セ
ル
条
項
に
従
う
必
要
が
あ

り
ま
す

〇
旅
行
内
容
を
変
更
し
た
時
も
、

手
数
料
が
発
生
す
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。
契
約
の
際
は
、
利
用

す
る
旅
行
予
約
サ
イ
ト
の
旅
行

契
約
約
款
を
き
ち
ん
と
確
認
し

ま
し
ょ
う

〇
契
約
前
に
表
示
さ
れ
る
最
終
確

認
画
面
を
し
っ
か
り
読
ん
で
、

キ
ャ
ン
セ
ル
料
に
つ
い
て
の
記

載
な
ど
を
見
逃
さ
な
い
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
ト
ラ
ブ

ル
の
際
に
問
い
合
わ
せ
で
き
る

よ
う
、
サ
イ
ト
運
営
事
業
者
の

連
絡
先
を
確
認
し
ま
し
ょ
う

■
問
い
合
わ
せ

〇
新
館
市
民
生
活
総
合
相
談
セ
ン

タ
ー（
☎
41-

３
５
５
０
）へ

言葉を育む関わりについて

【問い合わせ】 こども家庭センター（☎41-3609）

を夢見ている私たち。先輩方の技術を学べる最

高の機会を与えられており、日々学びの面白さ

を実感しています。

　文は、９月に開催されたおおはさまワインま

つりで、来場者だけが購入できる限定ワインの

ラベルをデザインさせていただきました。今ま

での経験が地域の皆さんの役に立ち、とても光

栄な経験でした。今後も辰治はアイアン家具の

制作をしたり、文はファッション関係の商品開

発をしたり、今までの経験をフルに発揮し、地

域の活性化に貢献していきたいと思います。

　小田切辰治・文です。夫婦で地域おこし協力

隊となり、４月に家族３人で大迫町に移住して

きました。子どもがまだ小さく転校先に馴染め

るかなと、不安な事もありましたが、今では子

どものおかげでたくさんのコミュニティに参加

することができています。

　平日は葡萄が丘農業研究所（通称BUDO-KEN）仲

間と、休日は息子が所属するスポ少チームの仲

間と楽しく生活を送っています。

　ゆくゆくは育てたブドウでワインを作ること

家族３人、得意分野を生かして地域を活性化

‐ブドウを中心とした活気あるまちづくり担当　

小
お た ぎ り

田切　辰
た つ じ

治・文
ふみ

‐

▲

�文さんがラベルをデザインし
たワインまつり限定ワイン

●子どもをよく見て、声に耳を傾ける

　子どもの言葉を豊かに育むには、子どもの中に
「伝えたい」という気持ちが育っていることが大切
です。今回は、日々の生活の中で子どもの言葉を
育むためのポイントをご紹介します。

　大人が一方的に声をかけるので
はなく、子どもの興味や関心に寄
り添い、子どもの発する声を聞い
てあげましょう。

●子どもの発声や行動をまねる
　子どもの言動をまねることで「自分のことをよ
く見てくれている」と安心し、伝えたい気持ちが
強くなります。

●子どもの気持ちを代弁する
　美味しそうにご飯を食べているときに「おいし
いね」など、子どもが感じていることを言葉にし
てあげましょう。子どもは言葉を通して気持ちが
共有できたうれしさを知ることができます。

●大人自身の行動や気持ちを言語化
　子どもと関わる時は「抱っこしようね」「ねんね
だよ」など、動作に言葉を添えて伝えましょう。

●人とのやりとりを大切に
　テレビやスマホなどから受ける言葉の刺激は一
方的です。子どもは大人とのやりとりの中で自然
に話す楽しさを覚えます。生きた言葉のやりとり
を大切にしましょう。



■本庁（本館・新館）　〒025-8601　花城町9-30　　　　☎24-2111　思24-0259
■大 迫 総 合 支 所　〒028-3203　大迫町大迫2-51-4　☎48-2111　思48-2943
■石鳥谷総合支所　〒028-3163　石鳥谷町八幡4-161　☎45-2111　思45-3733
■東 和 総 合 支 所　〒028-0192　東和町土沢8-60　　☎42-2111　思42-3605

【お知らせ中の表記】●本＝本館　●新＝新館　■支＝全ての総合支所　■大＝大迫総合支所　■石＝石鳥谷総合支所　■東＝東和総合支所

情報 information

21 2024（R6）.10.15

花巻の地で育てた その年の味を届けたい

髙橋 志保　さん

（桜町 48歳）

　
ブ
ド
ウ
畑
で
収
穫
準
備
を
し
て

い
る
の
は
髙
橋
志
保
さ
ん
。
大
迫

町
亀
ケ
森
に
畑
を
借
り
て
、
醸
造

用
の
ブ
ド
ウ
を
育
て
て
い
ま
す
。

　
本
市
出
身
の
髙
橋
さ
ん
は
以

前
、
客
室
乗
務
員
と
し
て
働
い
て

い
ま
し
た
。
そ
の
際
、
機
内
提
供

す
る
ワ
イ
ン
の
知
識
を
身
に
付
け

た
い
と
ソ
ム
リ
エ
の
資
格
を
取

得
。
Ｕ
タ
ー
ン
し
て
か
ら
は
資
格

を
生
か
し
、
カ
フ
ェ
の
ワ
イ
ン
担

当
と
し
て
勤
務
し
て
い
ま
し
た
。

産
地
や
生
産
者
に
よ
り
味
が
変
わ

る
ワ
イ
ン
に
触
れ
る
う
ち
、
自
分

で
栽
培
し
た
ブ
ド
ウ
か
ら
ワ
イ
ン

を
作
り
た
い
と
思
っ
た
髙
橋
さ

ん
。
７
年
前
、
適
し
た
農
地
が
見

つ
か
り
就
農
し
ま
し
た
。

　
収
穫
し
た
ブ
ド
ウ
は
エ
ー
デ
ル

ワ
イ
ン
に
出
荷
し
て
い
る
ほ
か
、

令
和
４
年
か
ら
は
一
部
を
委
託
醸

造
へ
回
し
て
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
ワ

イ
ン
を
作
っ
て
い
ま
す
。
年
間

１
５
０
本
ほ
ど
作
る
ワ
イ
ン
は
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
中
心
に
販

売
。「
ワ
イ
ン
販
売
を
始
め
て
か

ら
、
ワ
イ
ン
に
合
わ
せ
て
料
理
を

作
っ
て
楽
し
み
ま
し
た
、
と
感
想

を
も
ら
え
る
の
が
何
よ
り
も
う
れ

し
い
」
と
髙
橋
さ
ん
は
幸
せ
そ
う

に
ほ
ほ
笑
み
ま
す
。

　
１
・
２
年
目
は
白
ワ
イ
ン
を
委

託
醸
造
し
、
３
年
目
の
本
年
は
、

天
候
の
関
係
で
早
め
に
収
穫
し
た

シ
ャ
ル
ド
ネ
で
微
発
泡
ワ
イ
ン
を

作
る
そ
う
。
ど
の
よ
う
な
味
に
仕

上
が
る
か
楽
し
み
で
す
。

シャルドネをベースに
作られているオリジナ

ルワイン「V
ヴィンヤード

ineyard Ｓ」。

■花巻中学校吹奏楽部

　第44回定期演奏会

【期日】 11月４日（月・振休）、午後２時

【会場】 文化会館

【入場料】 無料

【問い合わせ】 花巻中学校 菅原

（☎23-2151）

■ぎんがのもりノルディック

　ウオーキング教室

　ノルディックウオーキングの基

本を学びます。

【日時】 10月26日（土）、午前10時～正午

【定員】 30人程度（先着順）

【参加料】 400円（小学生以下無料）

※当日申し込みも可能です

【会場・問い合わせ・申し込み】 花

巻広域公園（☎27-3586）

◉ Vineyard Ｓ

【問い合わせ】 死takahashishiho

 1976@yahoo.co.jp

■花巻市博物館ワークショップ

　台焼つくり体験

【期日】 11月17日（日）

【時間】 午後１時30分～３時

【定員】 15人（先着順）

【参加料】 1,500円

【申し込み方法】 専用申し込み

フォームから申し込み、または電

話にて下記へ

【申込期間】 10月17日

（木）～11月16日（土）

【会場・問い合わせ】 花巻市博物館

（☎32-1030）

■市営住宅等入居者

【締め切り日】 10月25日（金）

【入居の決定】 抽選により決定

※上記のほか市営住宅８戸を随時

募集しています。子育て世帯は一

般と別に入居条件があります

【問い合わせ・申し込み】 花巻市営

住宅管理センター（☎21-3100）

団地名 戸数 間取り 入居対象

シティコート
花巻中央

１戸 ２ＤＫ 子育て世帯

緑ケ丘
２戸 ２ＬＤＫ 一般
１戸 ２ＤＫ 一般

■�いわて県南「自動車・半導体関連

産業」就職相談会

【日時】 11月５日（火）、午後１時30

分～４時

【会場】 プラザイン水沢（奥州市）

【参加料】 無料

【問い合わせ・申し込み】 花巻公共

職業安定所（☎23-5118）

■南いわて暮らしＤＡＹ

　先輩移住者がリアルな暮らしを

話します。

【日時】 10月27日(日)、午前11時15

分～午後２時30分

【会場】 東京交通会館（東京都千代

田区）またはオンライン（Zoom）

【参加料】 無料

※申し込み方法など、

詳しくは県ホームペー

ジをご覧ください

【問い合わせ】 県南広域振興局経営

企画部産業振興室（☎0197-48-2421）

■６次産業化セミナー・個別相談会

　６次産業化による所得拡大のた

めに必要な知識を学べます。

①セミナー

【時間】 午後１時30分～３時30分

【定員】 各日20人（先着順）

②個別相談会

【期日】 11月14日、12月19日、令和

７年１月16日の木曜日

【時間】 午前９時30分～午後３時30分

【定員】 各日４事業者

①②共通

【対象】 ６次産業化に興味のある

事業者または６次産業実践者など

【会場】 まなび学園

【講師】 OfficeSUGOROKU合同会

社代表社員の渡辺和義さん

【参加料】 無料

【申し込み方法】 申し込みフォーム

から申し込み、または市ホームペー

ジ掲載の申込書に記入の

上、ファクスもしくは

メールにて下記へ

【申込期限】 11月７日（木）

【問い合わせ・申し込み】 農政課

（☎23-1400 思23-1403 糸nousei@

city.hanamaki.iwate.jp）

期日 講演内容

11月28日（木）
今更聞けない！ 食品表示
の作り方～付箋を使って
楽しく学ぶ～

令和７年
１月30日（木）

実践者に聞く！ 事業拡大
に必要な人材確保と育成
の勘所

■花巻市消防団総合訓練

【日時】 10月20日（日）、午前８時30分

【会場】 朝日橋下流右岸河川敷

※少雨決行・荒天中止

【内容】 消防団による分列行進、

放水訓練など

※車でお越しの際は、係員の指示

に従い駐車してください

【問い合わせ】 消防本部総務課（☎
22-6122）

◉消防フェスティバル

　はしご車をはじめとした消防車

両の展示や記念撮影、放水体験な

どを行います。

【日時】 10月20日（日）、午前９時～

11時

【会場】 朝日橋下流右岸河川敷

【問い合わせ】 消防本部予防課（☎
22-6123）

■市有地の売却

　一般競争入札により市有地を売

却します。参加方法な

ど詳しくは、市ホーム

ページをご覧ください。

所在地
最低

売却価格
面積

（平方㍍）

本館179-1 360万円 310.93

高木18-90-3 255万円 230.56

四日町二丁目200-1 220万円 175

大迫町大迫4-60-8 295万円 284.14

【入札参加期限】 10月28日（月）

【問い合わせ】 ●本契約管財課（☎
41-3520）
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ａｎｚｙ（アンジー）

◎店舗情報

吹張町9-16 ２階（午前９
時～午後９時、不定休）
※HOT PEPPER Beautyか
ら予約・問い合わせ

①店主の井上さんと店舗看板②広々とした施術
スペース。安らげる雰囲気で、施術中に眠って
しまう人も多いそうです③施術の様子

①①

②② ③③

市ホームページ

　今夏、吹張町にまつげパーマやまつげエクステなどが

できるアイラッシュサロン「anzy」がオープン。階段を上

り扉を開けると、白を基調とした明るく清潔感のある内

装が印象的な、ゆったりとした空間が広がっています。

施術スペースは完全個室となっており、静かな空間で周

りを気にせず、リラックスして施術を受けられます。

　店主でアイデザイナーの井上さんは、美容の仕事から

離れていた時期がありましたが、やはり美容の道に進み

たいと一念発起。美容師免許を生かし、まつげに関する

技術を習得したのち開業しました。「施術後、目を開けた

お客様のキラキラした笑顔がうれしくて、やりがいにつ

ながっています」と井上さんは目を輝かせます。

　大学生から60代まで、幅広い年代の人がキレイを求め

て訪れるという「anzy」。リラクゼーション

サロン「lis（リス）」も併設しています。ま

ちなかの隠れ家のような空間に、足を運ん

でみてはいかがでしょうか。＊市ホームページでは、より詳しい情報を掲載しています
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無料アプリ

で広報はなまきをご覧

いただけます

▲
iO
S

端
末

▲

ア
ン
ド
ロ
イ

　
ド
端
末
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クマを見掛けたら　本庁（☎24-2111）または各総合支所（■大☎48-
2111、■石☎45-2111、■東☎42-2111）に電話の上「クマを見た」とお伝え
ください。担当課へつなぎます。けがや救急の場合は☎119番へ。

■知っていますか？　建退共制度

　本制度は、建設業を営む事業主が

建設現場で働く労働者の働いた日数

に応じて、掛け金を充当し、その労

働者が建設業で働くのを辞めたとき

に退職金を支払うものです。

【加入できる事業主】 建設業を営む人

【対象】 建設現場で働く労働者

【掛け金】 日額320円

【問い合わせ】 建退共岩手県支部

（☎019-622-4536）

■岩手県総合防災訓練

　主会場では医師会、歯科医師

会、薬剤師会の協力のもと、土沢

地区住民の避難訓練を実施。成島

振興センターでは、成島地区住民

とペットが一緒に避難訓練を実施

します。

【日時】 11月10日（日）、午前８時30

分～11時30分

【主会場】 東和コミュニティセンター

※屋外駐車場では自衛隊の車両展

示なども行います。一般の人もご

覧になれます

【問い合わせ】 ●本防災危機管理課

（☎41-3511）

■無料相談をご利用ください

�上記相談には定員があります（先着順）。申し込みは、申込開始日の午

前９時から実施日前日の午後２時までに電話で同センターへ

書類作成に係る相談は受け付けておりません

【問い合わせ・申し込み】 ●新市民生活総合相談センタ―（☎41-3550）

相談名 実施日 時間 会場 申込開始日

弁護士法律相談 11月６日（水）10：00～15：00市民生活総合相談センター 11月５日（火）

司法書士法律相談 11月13日（水）13：30～15：30市民生活総合相談センター 11月６日（水）

市民生活（人権・行政）
相談

11月８日（金）10：00～12：00

市民生活総合相談センター

申し込みは
不要です

大迫総合支所第２会議室

石鳥谷総合支所中会議室

東和総合支所第１相談室

（納期限は10月31日）

市県民税（第３期）

国 保 税（第４期）

今月の納税今月の納税

■�第16回「雨ニモマケズ」朗読全国

大会出場者募集

【日時】 令和７年２月１日（土）、午

後１時

【会場】 なはんプラザ

【定員】 15組（先着順）

【参加料】 １人1,000円（団体は２

人目以降500円）、高校生以下500円

【申込期限】 12月31日（火）

【問い合わせ・申し込み】 同大会

実行委員会事務局 菊池（☎090-

6454-3210）

■�第24回 収穫祭

　イギリス海岸の畑で収穫したサ

トイモで芋の子汁を振る舞います。

【日時】 10月27日（日）、午前11時30分

【会場】 イギリス海岸

【問い合わせ】 ドーバーファーム

市民の会 菊池（☎23-7787）

■市政懇談会

期日 地区 会場

11月８日（金） 浮田 浮田振興センター

【時間】 午後６時（１時間30分程度）

【問い合わせ】 ●本地域づくり課（☎41-

3514）、■東地域づくり係（☎41-6511）

　市長または副市長が各地区へ伺

い、皆さんの声をお聞きします。

■市長との対話

期日 会場 予約期限

11月
８日（金）

東和総合支所
11月
７日（木）

11月
12日（火）

大迫総合支所
11月
11日（月）

11月
18日（月）

石鳥谷総合支所
11月
15日（金）

11月
19日（火）

市役所本庁本館
11月
18日（月）

【時間】 ▼本庁…午後１時15分 ▼

各総合支所…午前９時30分

【定員】 各５人程度

※事前の申し込みが必要です。予

約期限の午後５時までに、電話ま

たは口頭で下記へご連絡ください

【問い合わせ・申し込み】 ●本地域

づくり課（☎41-3514）、■支地域づ

くり係（■大☎41-3121、■石☎41-

3441、■東☎41-6511）

　市の取り組みについて、思って

いること、感じていることを聞か

せてください。

■岩手県最低賃金の改正

　10月27日から時間額952円にな

ります。詳しくは、岩

手労働局のホームペー

ジをご覧ください。

【問い合わせ】 岩手労働局労働基

準部賃金室（☎019-604-3008）

■食育講座（花巻会場）

【対象】 市内に在住または在勤し

ている18歳以上の人

【期日】 11月12日（火）

【時間】 午後６時30分～７時30分

【会場】 花巻保健センター

【内容】 「女性のための健康」〔更年

期、肥満が気になる女性のための

講話（講師は市の保健師・栄養士）〕

【定員】 30人（先着順）

【申し込み方法】 市

ホームページ内の申し

込みフォームから申し

込み、または電話にて下記へ

【問い合わせ・申し込み】 健康づく

り課（☎41-3607）

■勤労青少年ホーム講座

【時間】 午後７時～９時

【受講料】 無料（材料代は自己負担）

【申込期限】 各講座開始の２日前

【会場・問い合わせ・申し込み】 勤

労青少年ホーム（☎23-4839 糸

kinrou@city.hanamaki.iwate.jp）

講座名 講師 定員 期日

ヨガ
岡田宜子
さん

13人
程度

11月11日・18
日・25日の月
曜日、全３回

陶芸体験（電
動ろくろ）

阿部太成
さん

各日
８人

10月30日（水）・
31日（木）

陶芸体験（手
びねり）

阿部太成
さん

各日
10人

11月６日（水）・
７日（木）

■�令和７・８年度

　入札参加資格審査申請

　入札参加資格者名簿の登録に係

る資格審査申請を受け付けます。

今回から役務業務も申請が必要で

す。申請は、競争入札参加資格審

査申請受付システムで行ってくだ

さい。申請の手引きなど

詳しくは、市ホームペー

ジに掲載しています。

【対象業種】 物品・役務、建設工

事、建設関連業務

【受付期間】 11月１日（金）～29日（金）

【問い合わせ】 ●本契約管財課（☎
41-3519）

■花巻商工会議所青年部

　創立40周年記念講演会

【日時】 11月９日（土）

【時間】 午後３時開演

【会場】 なはんプラザ

【テーマ】 未来永劫～持続可能な成

長を追求して～（講師は株式会社雨

風太陽代表取締役の高橋博之さん）

【定員】 30人（先着順）

【参加料】 無料

【申し込み方法】 専用申

し込みフォームから申し込み

【問い合わせ】 花巻商工会議所青

年事務局（☎23-3381）

■�森林のめぐみ体験教室

　水源地域の森林への理解を深め

るため、市内の巨木や水源地を観

察します。荒天の場合は中止です。

【対象】 市内在住または在勤の人

【期日】 11月６日（水）

【時間】 午前８時～午後４時

【集合場所】 総合営農指導拠点センター

※現地までバスで移動します

【持ち物】 昼食

【定員】 10人（先着順）

【参加料】 200円（保険料など）

【申込開始日】 10月21日（月）

【問い合わせ・申し込み】 農村林務

課（☎23-1400）

■�盛土規制法に基づく規制区域指

定に向けたパブリックコメント

　危険な盛土などを規制する法改

正が施行されました。県では、令

和７年に県全域を規制区域に指定

し、盛土を行う際に許可手続きを

必要とします。円滑な制度運用に

向け、意見を聞かせてください。

【期間】 10月28日（月）～11月27日（水）

※意見の提出方法など

詳しくは県ホームペー

ジをご覧ください

【問い合わせ】 岩手県県土整備部

都市計画課（☎019-629-5927）

◉地域説明会

【日時】 10月29日(火)、午後６時

【会場】 奥州地区合同庁舎（奥州市）

※事前申し込みは不要です

■野菜摂取量測定会

　約２週間分の野菜摂取量が測定

できます。申し込み不要ですが、

事前アンケートにご協力ください。

【問い合わせ】 健康づくり課（☎
41-3607）

日時 時間 会場

11月６日（水）
11：30～13：30

石鳥谷総合
支所

16：00～18：00
イトーヨーカ
ドー花巻店

11月８日（金） 12：00～13：30 産直あおぞら

11月９日（土）
10：00～12：30 文化会館

13：30～15：00
亀ケ森振興
センター

11月12日（火） 11：30～13：00
母ちゃんハウ
スだぁすこ

■イーハトーブ花巻カレッジvol.1

【時間】 午後７時～８時30分

【会場】 ①なはんプラザ②まなび学園

【定員】 各回30人（抽選）

【受講料】 無料

【申し込み方法】 市ホームページ

内の申し込みフォームから申し込

み、または電話にて下記へ

【申込期限】 10月31日（木）

【問い合わせ】 ●本生涯学

習課（☎41-3587）

日時 内容 講師

①
11月
13日（水）

地震のはなし
岩手大学の山
本英和准教授

②
11月
19日（火）

時代を映す音
楽と演奏史

岩手大学の藤
井亜紀准教授

■市民のつどい

【期日】 11月23日（土・祝）

【時間】 午前10時～正午

【会場】 まなび学園

【内容】 講演「パートナーシップ制

度について知ろう～一人ひとりの

人権が尊重される日常のために

～」（講師は弘前大学男女共同参画

推進室・助教の山下梓さん）

【参加料】 無料（事前申し込み必要）

※参加および無料託児を希望する

人は、11月15日（金）まで

に専用フォームから申

し込み、または下記へ

【問い合わせ・申し込み】 ●本地域づく

り課（☎41-3514 思22-6995 死kyodo-

danjo@city.hanamaki.iwate.jp）

■�文化財セミナー

　「花巻の山城をめぐる」

　東和町内の安俵高館跡と土沢城

跡をガイド付きで巡ります。

【期日】 11月18日（月）

【時間】 午前８時30分～正午

【集合場所】 まなび学園駐車場

【定員】 15人（先着順）

【参加料】 無料

【申込期間】 10月23日（水）、午前９

時～10月30日（水）

【申し込み方法】 専用

フォームから申し込み、

または電話にて下記へ

【問い合わせ・申し込み】 教育委員

会文化財課（☎41-3152）



市ホームページ

[ 郷土ゆかりの文化財編 ]

花巻市

[郷土ゆかりの文化財編 ]

■人　　口＝90,156人（男43,189人、女46,967人）

■世 帯 数＝39,001世帯

○前年同期

　人　　口＝91,404人（男43,805人、女47,599人）

　世 帯 数＝38,856世帯

※人口・世帯数について詳しくは、本館市民登録課

　（☎41-3547）へ

９月 （本年累計・前年同期累計比）

■交通事故＝人身事故／        13件（  102件・－13件）

　　　　　　死　　者／  1人（　    　 2人・ ＋2人）

　　　　　　負 傷 者／ 12人（  118人・－44人）

■火　　災＝火災件数／　2件（　 38件・＋13件）

　　　　　　焼 死 者／　0人（　　5人・　＋4人）

■救急活動＝出動件数／　368件（　3,350件・ー226件）

　　　　　　搬送人員／　336人（　3,005人・ー131人）

No.433　令和6年（2024）10月15日発行

【毎月１日 ・ 15日発行】

発行●花巻市　〒025‐8601　岩手県花巻市花城町９番30号

　　　　　　　☎0198-24-2111　思0198-24-0259

編集●総合政策部広報情報課

印刷●川嶋印刷株式会社

9月のデータ
（9月30日現在）

―次回―

11 月 1 日発行予定

刊行１００周年 

２冊の初版本

『春と修羅』と
『注文の多い料理店』

問い合わせ

　宮沢賢治記念館　☎31-2319

▲�左…『心象スケッチ� 春と修羅』〔大正13（1924）年４月〕、右…

『イーハトヴ童話�注文の多い料理店』〔大正13（1924）年12月〕
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み
で
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大
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９
２
４
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４
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に
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そ
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店
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刊
行
さ
れ
ま
し
た
。
こ
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収
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て
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在
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す
。

　こ
の
２
冊
の
共
通
点
は
、「
心
象
ス
ケ
ッ

チ
」と
い
う
語
が
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
。

「
心
象
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ケ
ッ
チ
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は
、
見
た
り
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り

し
た
も
の
を
心
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中
に
思
い
描
く
、
形
象
や

表
現
を
意
味
し
ま
す
。
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治
は『
春
と
修
羅
』を「
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集
」と
呼
ぶ
の

を
好
ま
ず
、
背
表
紙
の「
詩
集
」と
い
う
文
字

を
ブ
ロ
ン
ズ
の
粉
で
塗
り
消
し
た
と
い
わ
れ

て
お
り
、「
心
象
ス
ケ
ッ
チ
」と
呼
ぶ
こ
と
が

ふ
さ
わ
し
い
と
考
え
て
い
ま
し
た
。
童
話
集

『
注
文
の
多
い
料
理
店
』も
、
広
告
文
に「
こ

れ
ら
の
心
象
ス
ケ
ッ
チ
を
世
間
に
提
供
す
る

も
の
で
あ
る
」と
し
て
お
り
、
心
象
ス
ケ
ッ

チ
の
一
部
で
あ
る
こ
と
を
記
し
て
い
ま
す
。

　刊
行
１
０
０
周
年
を
迎
え
た
本
年
、
賢
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が
情
熱
を
注
い
だ
２
冊
の
初
版
本
に
思
い
を

巡
ら
せ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
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